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
2
0
1
8
年
初
頭
の
バ
ブ
ル
期
を
含
む

2
0
1
3
年
1
月
か
ら
2
0
1
9
年
9
月
ま
で
に

記
録
さ
れ
た
X
R
P
の
直
接
取
引
を
分

析
し
、
ラ
ン
ダ
ム
過
程
か
ら
予
想
さ
れ

る
よ
り
も
多
く
観
測
さ
れ
た
三
角
形
の

モ
チ
ー
フ
を
検
出
し
た
。


大
口
ユ
ー
ザ
3
0
0
か
ら
成
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
チ
ー

フ
解
析
の
結
果
、
モ
チ
ー
フ
3
、
モ

チ
ー
フ
5
、
モ
チ
ー
フ
6
、
モ
チ
ー
フ
7
、

モ
チ
ー
フ
1
0
、
モ
チ
ー
フ
1
1
が
統
計

的
に
有
意
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
ら
の
統
計
的
に
有
意
な
モ
チ
ー

フ
が
2
0
1
8
年
初
頭
の
バ
ブ
ル
期
に
増

加
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

[1
]
X
R
P
の
直
接
取
引
に
関
す
る
モ
チ
ー
フ
分
析
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[2
]送
金
取
引
に
お
け
る

"ル
ー
プ
フ
ロ
ー
"


X
R
P
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
B
TC
、
ET
H
、
U
SD
、
EU

R
の
送
金
取
引
を
分
析
し
ま
し
た
。
ホ
ッ
ジ
分
解
を
用

い
て
、
異
常
と
さ
れ
る
「
ル
ー
プ
フ
ロ
ー
」
を
推
定
し
た
。


そ
の
結
果
、
バ
ブ
ル
期
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
的
な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
ET
H
で
は
、
ル
ー
プ
フ
ロ
ー
が
大
き
く
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
や
裁
定
取
引
に
関
連

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
U
SD
は
ル
ー
プ
フ
ロ
ー
の
増
加
は
小
さ
く
、
B
TC
と
EU

R
は
ル
ー
プ
フ
ロ
ー
の
増
加
は
な
い
。

ET
H
の
送
金
取
引
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
週
次
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
各
ノ
ー
ド
の
埋
め
込

み
ベ
ク
ト
ル
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
週
次
で

ノ
ー
ド
ベ
ク
ト
ル
の
集
合
か
ら
、
相
関
テ
ン
ソ
ル

を
構
築
す
る
。
相
関
テ
ン
ソ
ル
を
二
重
特
異

値
分
解
し
て
、
そ
の
特
異
値
を
得
た
。


有
意
な
特
異
値
は
、
ラ
ン
ダ
ム
化
し
た
埋
め
込
み

ベ
ク
ト
ル
の
計
算
結
果
と
の
比
較
か
ら
判
断
で
き

る
。
特
異
値
の
時
間
推
移
は
、
特
徴
的
な
挙
動
を

示
す
。
最
大
の
特
異
値
は
、
X
R
P
価
格
と
有
意
な

負
の
相
関
を
示
す
。

[3
]
X
R
P
価
格
バ
ブ
ル
と
相
関
テ
ン
ソ
ル
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
目
標

暗
号
資
産
価
格
の
高
騰
・
暴
落
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
取
引
の
流
れ
か
ら
理
解
す
る
。


結
果

取
引
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
か
を
考
慮
し
、
市
場
退
出
と
市
場
参
加
の
頻
度
を
表
す

フ
ロ
ー
ウ
ェ
イ
ト
頻
度
を
定
義
す
る
こ
と
で
、
「
3
ブ
ラ
ン
チ
構
造
」
を
発
見
し
た
。
価
格
と
取
引
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
人

数
に
相
関
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
頻
繁
に
市
場
取
引
を
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
、
価
格
の
ピ
ー
ク

時
期
を
中
心
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
変
化
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

fo
u
r
w
ee
ks

(J
u
ly
2
to

Ju
ly
2
9
,2
0
1
7
)

[4
]フ
ロ
ー
ウ
ェ
イ
ト
頻
度
図
に
お
け
る
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
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
目
的

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
間
で
暗
号
資
産
が
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
か
は
、
世
界
規
模
で
の
暗
号
資
産
の

構
造
と
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。


デ
ー
タ

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
誕
生
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で
の
全
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
デ
ー
タ
を
収
集
し
、ウ
ォ
レ
ッ
ト
の
匿
名
ア

ド
レ
ス
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
を
特
定
し
、
ビ
ッ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
焦
点
を
当
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
月

次
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
構
築
し
た
。


結
果

ボ
ウ
タ
イ
構
造
や
ホ
ッ
ジ
分
解
の
手
法
を
応
用
し
、
暗
号
の
流
れ
全
体
の
上
流
、
下
流
、
中
核
に
位
置
す
る

ユ
ー
ザ
ー
を
特
定
し
た
。
さ
ら
に
、非

負
行
列
分
解
を
用
い
て
、
フ
ロ
ー
に
隠
さ
れ
た
主
成
分
を
明
ら
か
に
し
、
確
率

的
モ
デ
ル
と
し
て
解
釈
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
自
然
言
語
処
理
に
お
け
る確

率
的
潜
在
意
味
解
析
と
同
等
で
あ
る

こ
と
を
示
し
、
こ
の
よ
う
な
隠
れ
成
分
の
数
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
大
選
手
の
中
で
、
ボ
ウ
タ

イ
構
造
や
主
成
分
が
非
常
に
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

[5
,6
]ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
ク
リ
プ
ト
フ
ロ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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